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福音書からのメッセージ 

 

あの方は、ここにはおられない。復活なさ

ったのだ。まだガリラヤにおられたころ、

お話しになったことを思い出しなさい。 

   （ルカによる福音書24章6節） 

 

 

今日、この復活日に読まれる福音書には、

イエス様が出て来ません。女性たちはイエ

ス様が葬られた墓に行くのですが、そこで

目にしたものは空っぽのお墓だけ。本来な

らイエス様がいるはずの場所だったのに、

そこにイエス様はいなかった。 

 

わたしたちの思い描く復活は、ともする

と目の前で死人がむくっと起き上がる、そ

のようなイメージなのかもしれません。し

かし聖書が描くイエス様の復活は、「そこ

にいなかった」という出来事を通して語ら

れます。 

 

墓の中にいないということ、それはイエ

ス様が死の中にはもういないということ、

そしてイエス様は生きているということ

を示しています。 

 

墓の中で途方に暮れていた婦人たちの

元に、輝く衣を着た二人が現れます。彼ら

は言います。「なぜ、生きておられる方を

死者の中に捜すのか」。イエス様は死者の

中にはいません。生きているのです。 

 

このことは、わたしたちにとって、大き

な喜びです。わたしたちはイエス様に会う

ために、墓に行く必要がなくなったのです。

イエス様は生きている。その言葉は、今も、

イエス様がわたしたちの周りで働かれ、わ

たしたちと共に歩んでくださる、そのこと

を意味しているのです。 

わたし

たちは毎

週、主日

に礼拝を

ささげて

います。

何故でしょうか。イエス様に会うためでは

ないですか。イエス様にお会いし、「大丈

夫、わたしはいつもあなたと共にいる」と

いう宣言を聞きたいからではないでしょ

うか。 

 

わたし自身、本当にこの日曜日が待ち遠

しくって、たまらないんですね。とっても

うれしい。みなさんにお会いできるってこ

ともあります。お昼ごはんも楽しみです。

でもそれ以上に、一緒に賛美して、一緒に

祈って、一緒にみ言葉を聞いて、そして一

緒にイエス様を、神さまの愛を感じること

ができる。こんなに素晴らしいことはない

のです。 

 

わたしたちはイエス様に出会います。復

活し、わたしたちと共にいると約束してく

ださったイエス様が、たしかに一緒にいて

くださいます。 

 

喜びましょう。大いに喜びましょう。イ

エス様は復活なさいました。そしてわたし

たち一人ひとりも、聖書の婦人たちのよう

に、墓を出て、伝えるのです。あの方はも

う墓にはおられない。あなたのために復活

なさったのだと。 
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